
目 次

令和 ５年 ６月１３日（火曜日）第２号

○招集年月日 --------------------------------------------------------------------- １頁

○招集の場所 --------------------------------------------------------------------- １頁

○開 議 日 時 --------------------------------------------------------------------- １頁

○応 招 議 員 --------------------------------------------------------------------- １頁

○不応招議員 --------------------------------------------------------------------- １頁

○出 席 議 員 --------------------------------------------------------------------- １頁

○欠 席 議 員 --------------------------------------------------------------------- １頁

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 ------------------- １頁

○本会議に職務のため出席した者の職氏名 ------------------------------------------- １頁

○議 事 日 程 --------------------------------------------------------------------- ２頁

○開 議 宣 告 --------------------------------------------------------------------- ３頁

○諸般の報告 --------------------------------------------------------------------- ３頁

○一 般 質 問 大谷議員 --------------------------------------------------------- ３頁

・ホタテブランド湾宝について

○まちづくり・新幹線調査特別委員会の設置について --------------------------------- ４頁

○発議第１号 地方財政の充実・強化に関する意見書 --------------------------------- ５頁

○議員の派遣承認について --------------------------------------------------------- ７頁

○所管事務等の調査及び閉会中の継続調査について ----------------------------------- ７頁

○閉 会 宣 言 --------------------------------------------------------------------- ７頁



- 1 -

令和５年第２回長万部町議会定例会（第２日目）

◎招集年月日 令和 ５年 ６月１３日（火）
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５番 北 川 佳 嗣 10番 柏 倉 恵里子

◎不応招議員 なし

◎出 席 議 員 応招議員に同じ

◎欠 席 議 員 不応招議員に同じ

◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 木 幡 正 志 建 設 課 長 上 野 訓

副 町 長 佐 藤 英 代 水 道 ガ ス 課 長 中 里 博 也

総 務 課 長 佐 藤 久 出 納 室 長 岡 野 喜美雄

まちづくり推進課長 中 山 裕 幸 消 防 長 沼 田 明 宏

新 幹 線 推 進 課 長 岸 上 尚 生 病 院 事 務 長 本 前 武 広

税 務 課 長 田 中 浩 病院事 業推進 室長 加 藤 典 明

税 務 課 参 事 佐 藤 修 教 育 長 近 藤 英 隆

町 民 課 長 佐 藤 剛 学 校 教 育 課 長 對 馬 政 宏

保 健 福 祉 課 長 岡 部 忠 社 会 教 育 課 長 神 野 隆 之

子ども子育て支援室長 田 野 憲 哉 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 書 記 長 佐 藤 久

産 業 振 興 課 長 小 川 洋 監 査 事 務 局 長 増 田 理 恵

農 業 政 策 室 長 濱 谷 陽 一 農業委員会事務局長 小 川 洋

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 増 田 理 恵

議 会 事 務 局 主 幹 佐々木 学

議 事 係 吉 井 雄 貴
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◎議事日程

日程第１ 一 般 質 問

追 加 日 程 第 1 まちづくり・新幹線調査特別委員会の設置について

日程第２ 発議第１号 地方財政の充実・強化に関する意見書

日程第３ 議員の派遣承認について

日程第４ 所管事務等の調査及び閉会中の継続調査について
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◎開議宣告

１０時００分 開会

○議長（柏倉恵里子） ただいまの出席議員は１０名であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎諸般の報告

○議長（柏倉恵里子） 諸般の報告を事務局長からいたします。

増田事務局長。

○議会事務局長（増田理恵） 諸般の報告をいたします。本日議題となります発議１件、および議

員の派遣承認についての議案、ならびに各常任委員長および議会運営委員長からの所管事務等の調

査および閉会中の継続調査の申し出がありましたので、それぞれお手元に配付いたしました。以上

であります。

○議長（柏倉恵里子） 以上で諸般の報告を終わります。

◎一般質問

○議長（柏倉恵里子） 日程第１、一般質問を行います。質問通告書は事前に配付しておりますが、

質問者は１名、質問件数は１件となっております。

この際申し上げます。一般質問の質問時間は各議員４０分以内と決定しております。質問時間の

終了３分前と、終了時にブザーを鳴らしますのであらかじめご承知おきください。

それでは順次質問を許します。

大谷議員。

〔議員（４番 大谷敏弥）登壇〕

○議員（４番 大谷敏弥） 私は１問質問いたします。ホタテブランド湾宝について。

令和元年より５か年計画で開始した、アイヌ政策推進交付金事業のホタテブランド湾宝。これま

でにいろんなイベントやテレビ公開など、大変盛り上がり盛況でしたが、この事業も今年度の期限

となります。

そこで、次の点について伺います。

１点目。ホタテブランド湾宝を使ってのブランド商品開発の進捗状況は。

２点目。ホタテブランド湾宝の今後の取り組みとしてどのような事業を展開していくのか。

今、話題の湾宝のさらなる継続を期待していますが、町長の所信を伺います。

〔議員（４番 大谷敏弥）自席へ〕

○議長（柏倉恵里子） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） ホタテブランド湾宝について、お答えをいたします。

１点目の「ホタテブランド湾宝を使ってのブランド商品開発の進捗状況は」ですが、現在もいろ
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いろな商品を地元水産加工会社を含め、食品会社数社と共同開発している最中でございます。

開発が完了している商品の中で冷凍品では、特別な製法で加工し冷凍した「ボイルホタテ」をは

じめ、ホタテ稚貝を急速冷凍し、スチール製缶容器に入れ、ご家庭やアウトドア等で手軽に調理を

可能とした「ガンガン焼き」やレトルト食品のラーメン、カレー、お菓子などの複数の商品が完成

しております。また、その中でも長万部漁協女性部が企画考案した「湾宝すり身汁」は、イベント

でも大変好評でありましたので、商品化に向けた試作を進めております。

現在も、食品を取り扱う複数の企業等から「湾宝」を使用した商品開発を希望する提案があり、

本年度内の完成に向け、長万部漁業協同組合、委託会社と連携を取りながら進めてまいります。

２点目の「ホタテブランド湾宝の今後の取り組みとしてどのような事業を展開していくのか」に

ついては、当町におけるホタテ貝養殖漁業が始まって約５０年以上が経過し、漁業者はこれまで数

々の大変な苦労を経験し、晴れてブランド化として全国、世界へ自慢できるホタテ貝を生産してお

ります。

近年は、気候変動による海洋環境の変化や予期せぬ災害で漁業を取り巻く環境は、今後も厳しい

状況が予想されておりますが、当町でホタテ貝の生産が恒久的に続くよう、長万部漁業協同組合と

さらなるブランド化へ繋がる事業を考えてまいります。以上です。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（柏倉恵里子） 大谷議員。

○議員（４番 大谷敏弥） 大変前向きな答弁ありがとうございます。１点目、２点目のような事

柄に、さらなる発展を目指し、湾宝のブランド商品を開発し、メディアにも力を入れて宣伝をして

いく。特にこのテレビの宣伝による報道は、やはり知名度が大きいと思いますので、そのような企

画も考えてはいかがですか。

○議長（柏倉恵里子） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 今、さまざまに５年目の取り組みを今計画して、漁組さんのほうからも報告

を受けているんですが、すでに来年の２月２４、２５、札幌ファクトリー２日間使ってやってくだ

さいということで、昨日ちょっと連絡がございました。それで漁組さんのほうでも、今年は１日限

りでやったんですが、札幌ファクトリーのほうで盛況なので、２日間開催をしていただきたいとい

うことで、今お話がございますので、それが決定すると２日間でのイベント行事になろうかと思い

ます。以上です。

○議長（柏倉恵里子） 以上で大谷議員の質問を終わります。

以上をもって一般質問は通告どおり全部終了いたしました。

これにて一般質問を終わります。

村川議員。

◎まちづくり・新幹線調査特別委員会の設置について

○議員（９番 村川毅） この際、動議を提出いたします。

本町においては、北海道新幹線長万部駅開業を見据えたまちづくりなど、将来に向けての重要課

題が山積しております。よって、まちづくり等の重要課題について調査するため、議長を除く９名

の委員で構成するまちづくり・新幹線調査特別委員会を設置し、これに付託し、調査終了まで閉会

中も継続審査及び調査することを望みます。直ちに日程に追加し、議題とするよう議長においてお
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取り計らいのほどお願いいたします。以上であります。

〔「賛成」の声あり〕

○議長（柏倉恵里子） ただいま村川議員から、まちづくり等の重要課題について調査するため、

議長を除く９名の委員で構成するまちづくり・新幹線調査特別委員会を設置して、これに付託し、

調査終了まで閉会中の継続審査及び調査することの動議が提出され、所定の賛成者がおりますので

動議は成立いたしました。

お諮りいたします。ただいまのまちづくり・新幹線調査特別委員会設置の動議を日程に追加し、

追加日程第１として、直ちに議題とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よってまちづくり・新幹線調査特別委員会設置の動議を日程に追加し、

追加日程第１として直ちに議題とすることに決定いたしました。

お諮りいたします。ただいまの動議のとおり、まちづくり・新幹線調査特別委員会を設置するこ

とにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よってまちづくり等の重要課題について調査するため、議長を除く９名

の委員をもって構成する、まちづくり・新幹線調査特別委員会を設置しこれに付託し、調査終了ま

で閉会中も継続審査及び調査することことの動議は可決されました。

委員長、副委員長互選のため、暫時休憩いたします。

１０時０８分 休憩

１０時１７分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

休憩中に開催した、まちづくり・新幹線調査特別委員会において、委員長及び副委員長が選任さ

れましたのでご報告いたします。

委員長には村川議員、副委員長には高森議員。以上のとおりであります。

◎発議第１号 地方財政の充実・強化に関する意見書

○議長（柏倉恵里子） 日程第２、発議第１号地方財政の充実・強化に関する意見書の件を議題と

いたします。提出者に提案理由の説明を求めます。

村川議員。

〔議員（９番 村川毅）登壇〕

○議員（９番 村川毅） 発議第１号、地方財政の充実・強化に関する意見書について、提案説明

をさせていただきます。

今、地方公共団体には急激な少子高齢化に伴う医療、介護など、社会保障制度の整備、子育て施

策、人口減少化における地域活性化対策はもとより、デジタル化、脱炭素化、物価高騰対策など、

極めて多岐にわたる役割が求められています。しかし、現実に地域公共サービスを担う人員は不足

しており、疲弊する職場実態にあるなか、新型コロナウイルス、また多発する大規模災害への対策

も迫られています。これらに対応する地方財政について、政府は骨太方針２０２１において、２０

２１年度の地方一般財源水準を２０２４年度まで確保するとしていますが、それをもって増大する

行政需要に十分対応し得るのか、大きな不安が残されています。そのため２０２４年度の政府予算
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と地方財政の検討にあたっては、歳入歳出を適格に見積もり、地方財政の確立を目指すよう、以下

の事項の実現を求め、政府に対し意見書を提出するものです。

１、社会保障の維持・確保・人への投資を含めた地域活性化、デジタル化、脱炭素化、防災・減

災、物価高騰対策、地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握す

るとともに、それを支える人件費を重視し、十分な地方一般財源総額の確保を図ること。

２、とりわけ今後一層求められる子育て対策、また地域医療の確保、介護や生活困窮者の自立支

援など、急増する社会保障ニーズが、自治体の一般行政経費を圧迫することから、地方単独事業分

も含め、十分な社会保障経費の拡充を図ること。特に、これらの分野を支える人材確保に向けた自

治体の取り組みを十分に支える財政措置を講ずること。

３、地方交付税の法定率を引き上げるなどし、臨時財政対策債に頼らない、より自立的な地方財

政の確立に取り組むこと。また、地域間の財源偏在性の是正に向けては、所得税や偏在性がより小

さい消費税を対象に、国税から地方税への税源移譲を行うなど、より抜本的な改善を行うこと。

４、引き続き新型コロナウイルス感染症対策として、５類移行後におけるワクチン接種体制や保

健所も含めた医療提供体制について、自治体での混乱が生ずることのないよう十分な財政措置やよ

り速やかな情報提供などを行うこと。

５、まち・ひと・しごと創生事業費の１兆円については、新たに地方創生推進費として２０２３

年度も確保されているが、持続可能な地域社会の維持・発展に向けて、より恒久的な財源とするこ

と。

６、会計年度任用職員制度の運用については、２０２４年度から可能となる勤勉手当の支給も含

め、今後も当該職員の処遇改善や、雇用確保が求められることから、引き続き所要額の調査を行う

とし、その財政需要を十分に満たすこと。

７、特別交付税の配付にあたり、諸手当等の支給水準が国の基準を超えている自治体に対して、

その扱いを理由とした特別交付税の減額措置を行わないこと。

８、デジタル化における自治体業務システムの標準化については、引き続き地域デジタル社会推

進費に相当する財源を確保するなど、十分な財源を補償すること。特に戸籍等への記載事項におけ

る氏名のふりがなの追加については、自治体における相当な業務負荷が予想されることから、現場

における意見を十分に勘案しながら、必要な経費を国の責任において確保すること。

９、森林環境譲与税については、より林業需要を見込める自治体への譲与額を増大させるよう、

人口による配分を３割とする現行の譲与基準を見直すこと。

１０、人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、段階補正を拡充するなど、地方交付税

の財源補償機能、財政調整機能の強化を図ること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出するものです。議員の皆様のご賛同をよ

ろしくお願いいたします。

○議長（柏倉恵里子） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

提出者は自席へお戻りください。

〔議員（９番 村川毅）自席へ〕

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕
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討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議員の派遣承認について

○議長（柏倉恵里子） 日程第３、議員の派遣承認についての件を議題といたします。

お諮りいたします。お手元に配付したとおり、議員の派遣を承認することにしたいと思いますが、

これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よってお手元に配付したとおり、議員の派遣を承認することに決定いた

しました。

◎所管事務等の調査及び閉会中の継続調査について

○議長（柏倉恵里子） 日程第４、所管事務等の調査及び閉会中の継続調査についての件を議題と

いたします。お手元に配付したとおり、各常任委員長および議会運営委員長から特定の案件につい

て閉会中に委員会活動を行いたいとの申し出がありました。

お諮りいたします。各常任委員長および議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の活動を承

認することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって各常任委員長および議会運営委員長からの申し出のとおり、閉会

中の活動を承認することに決定いたしました。

以上をもって本定例会に付議された案件の審議は全部終了いたしました。

◎閉会宣言

○議長（柏倉恵里子） これにて令和５年第２回長万部町議会定例会を閉会いたします。どうもご

苦労様でした。

１０時２６分 閉会


